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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公開番号】特開2013-4284(P2013-4284A)
【公開日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-001
【出願番号】特願2011-133555(P2011-133555)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/0525   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/485    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １０３　
   Ｈ０１Ｍ   4/58    １０１　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｍ   4/48    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月10日(2014.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心部にオリビン型ＬｉＦｅＰＯ４と、前記中心部の外側にＬｉＦｅｘＰｙＯｚで表す
ことのできるリチウムリン酸鉄を有する中間部と、前記中間部の外側にＬｉＦｅａＰｂＯ

ｃで表すことのできるリチウムリン酸鉄を有する表面部とで構成される正極活物質粒子を
含有する正極と、
　チタン酸リチウムを含有する負極とを備え、
　前記中心部のリチウムリン酸鉄のＰに対するＦｅのモル濃度比は、前記ＬｉＦｅｘＰｙ

Ｏｚのｘ／ｙの平均より大きく、
　前記正極活物質粒子の表面部のＬｉＦｅａＰｂＯｃのａ／ｂの平均値は、前記ＬｉＦｅ

ｘＰｙＯｚのｘ／ｙの平均より小さく、
　前記中間部のＬｉＦｅｘＰｙＯｚのｘ／ｙが表面部から中心部方向に向かって、連続的
又は断続的に大きくなる領域が含まれることを特徴とする非水電解質二次電池。
【請求項２】
　前記領域は、前記正極活物質粒子の最表面から中心方向に粒子の直径の０．１％以上２
０％以下の範囲内に含まれることを特徴とする請求項１に記載の非水電解質二次電池。
【請求項３】
　前記領域は、前記正極活物質粒子の最表面から中心方向に粒子の直径の０．５％以上１
５％以下の範囲内に含まれることを特徴とする請求項１又は２に記載の非水電解質二次電
池。
【請求項４】
　前記正極活物質粒子の表面部のＸＰＳ測定によるＬｉＦｅｘＰｙＯｚのｘ／ｙは０．１
以上０．５以下であることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の非水電解質
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二次電池。
【請求項５】
　前記正極活物質粒子の表面部には、Ｌｉ３ＰＯ４、Ｌｉ１＋αＦｅＰ２Ｏ７、ＬｉβＦ
ｅ４（Ｐ２Ｏ７）３、Ｌｉ３＋γＦｅ２（ＰＯ４）３（０≦α≦１、０≦β≦３、０≦γ
≦２）のうち、少なくとも１種類以上の化合物とオリビン型ＬｉＦｅＰＯ４が含まれてい
ることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の非水電解質二次電池。
【請求項６】
　前記正極活物質粒子は、酸又は水洗処理し、不活性雰囲気下で加熱処理したものである
ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の非水電解質二次電池。
【請求項７】
　前記中間部及び表面部は、酸又は水洗処理し、不活性雰囲気下で加熱処理したものであ
ることを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の非水電解質二次電池。
【請求項８】
　前記連続的又は断続的に変化する領域の範囲は、前記正極活物質粒子の最表面から中心
方向に粒子の直径の０．１％以上深い点から始まることを特徴とする請求項１ないし７の
いずれかに記載の非水電解質二次電池。
【請求項９】
　前記中心部のリチウムリン酸鉄のＰに対するＦｅのモル濃度比は０．９５以上１．０５
以下であることを特徴とする請求項１ないし８のいずれかに記載の非水電解質二次電池。
【請求項１０】
　前記中心部のリチウムリン酸鉄のＰに対するＦｅのモル濃度比の変化量は、前記中間部
の領域内におけるＬｉＦｅｘＰｙＯｚのｘ／ｙの変化量よりも小さいことを特徴とする請
求項１ないし９のいずれかに記載の非水電解質二次電池。
【請求項１１】
　前記表面部のＬｉＦｅａＰｂＯｃのａ／ｂの平均は、前記中間部のＬｉＦｅｘＰｙＯｚ

のｘ／ｙの平均より小さいことを特徴とする請求項１ないし１０のいずれかに記載の非水
電解質二次電池。
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